
特定非営利活動法人 ITS Japanの概要

めざす姿

※ ITS JapanにおけるITSの定義

社会・個人課題解決への貢献を目的とした

移動/交通(モビリティ)領域における

施策・技術・サービス・仕組み

役員、理事会社・団体、会員

山本圭司会長

会員数 ：244
正会員 ：170（団体：19、企業：151）
名誉会員 ：2  （井口雅一：東京大学 名誉教授、

高羽禎雄：東京大学 名誉教授）

顧問  ：1  （吉本堅一：東京大学 名誉教授）

特別会員 ：18
賛助会員 ：53

多業種の企業・団体が会員となり、ITSを軸に幅広い分野で

活動を推進しています。

理事企業・団体

ITS Japanは、日本の社会・個人課題解決に向けた施策の策定・実現に、ITS
（Intelligent Transport Systems） ※の技術・サービスの活用を通じて貢献します。

2025.5現在＜順不同、敬称略＞

安心・安全な
モビリティ社会の

実現

カーボンニュートラル
への貢献

移動の自由・移動の楽
しさの実現

• 設立 ：1994年1月 <任意団体> VERTIS（道路・交通・車両インテリジェント化推進協議会）

• 名称変更 ：2001年6月 <任意団体>  ITS Japan
• 法人化 ：2005年6月 特定非営利活動法人 ITS Japan

沿革

取組みの変遷 現在、「ITS Japanの在り方」について改めて確認したうえで、第5期中期
計画策定に向けた取組みを進めています。

1994   1995  2000 2005  2010  2015  2020  2025  20

第4期
中期計画
(2021-25)

価値ある
移動への

モチベーション
向上

第3期
中期計画
(2016-20)

統合的
移動サービス

第5期
中期計画

(2026-30)

ナビゲーションシステムの高度化

自動料金収受システム

安全運転の支援

交通管理の最適化

道路管理の効率化

公共交通の支援

商用車効率化

歩行者の支援

緊急車両の運行支援

安全性向上

円滑化・環境負荷軽減

利便性向上

地域の活性化

基盤の整備と国際化

産官
連携▲1996関係5省庁 ▲2004日本ITS推進会議 ▲2013 ITS Japanからの提言

会員
協業 ▲2011災害時通行実績

▲1995世界会議（横浜） ▲2004世界会議（名古屋） ▲2013世界会議（東京）国際
連携 ▲1996アジア・パシフィック（AP）フォーラム（東京） ▲2018 APフォーラム（福岡）

産学
連携

▲2002第1回ITSシンポジウム ▲2011第10回ITSシンポジウム ▲2022年第20回ITSシンポジウム
▲2003 ITSジャーナル創刊 ▲インパクトファクター付与

▲ITS基本戦略委員会 ▲ETC駐車場利用事業への貢献

I
T
S
推
進
に
関
す
る
全
体
構
想

I
T
S
推
進
の
指
針

中
期
計
画
策
定

設立 ファースト・ステージ

新技術の実用化
セカンド・ステージ

交通課題解決の具現化
次世代ITS
社会的課題への対応

▲ダイナミックマップ事業への貢献

I
T
S
に
よ
る
未
来
創
造
の
提
言

連絡先は: prg@its-jp.org
パネルはQRでもご覧頂けます
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取組み事例

委員会活動を通じたITS推進のための議論、実証、標準化等の推進

ITSシンポジウムを主催、学との連携を深めると

ともに、ITSジャーナルも加え、若手の研究成果

発表の機会を創出しています。

ITS関係府省庁と連携し、ITS活用による交通課題/社会課題解決を

めざします。

東日本大震災を契機として、会員企業協力により「災害時通

行実績情報」の提供を開始しました。2024年1月の能登半島

地震でも通行不能箇所の推定や緊急支援物資輸送ルート検

討等に活用されました。

ITSシンポジウム2024熊本

能登半島地震での
災害時通行実績情報
（２０２４年1月）

産官
連携

会員
協業

アジア太平洋地域/米州/欧州の三極体制をとり、

アジア太平洋地域の代表として活動しています。

■国際的位置づけ

ITS Asia-Pacificに
加盟している

国・地域

国際
連携

産学
連携

会員企業・団体が委員会（研究会/WGを含む）活動を通し協調領域での協業を進めています。個社あるいは単一業種

では解決困難な社会課題に対し、業界横断の取組みを可能とする委員会活動は、ITS Japanならではの取組みです。

第4期中期計画(2021～2025)

第4期中期計画では、社会的課題の解決と個人の自己実現を活動の二本の柱にしています。

安全・安心・快適で効率的な移動を提供し、多様なライフスタイルを支える移動のバリューチェーンの実現に貢献すべく、以下のプロジェクト型

委員会・研究会・WGで、積極的な活動を展開しています。

1-② 環境負荷低減 1-③ 災害レジリエンス1-① 安全・安心・快適な移動

１. 移動システムの高度化・統合的移動サービスへの進化

２. 価値ある移動のモチベーションの向上

移動のバリューチェーン

移動前・中・後の連鎖による
新価値創造の実現

多様なライフスタイルを
支える移動

協調型ITS委員会

自動運転研究会

カーボンニュートラル
委員会

災害レジリエンス委員会

にぎわいのある「交通」まちづくり実現委員会

モビリティデータ利活用推進委員会 社会課題解決に向けた移動データ統合・実装WG

3. 安全・安心・快適な移動と移動バリューチェーンを支えるデータ利活用

関連団体・・・

ITS官民連
携会議

政府

官民将来像
検討TF

将来像検討

将来像提案

将来像検討
・提案
・委員会活動
への取り込み

日本自動車工業会

将来像検討
・提案
・所掌への反映

ITS Japan 中期計画
・委員会活動
・提言案

各府省庁
・所掌

（2020年11月～）

（2020年9月～）

協調型ITS委員会

カーボンニュートラル委員会

モビリティデータ利活用推進委員会

企画検討委員会

自動運転研究会

にぎわいのある「交通」まちづくり実現委員会

災害レジリエンス委員会

社会課題解決に向けた

移動データ統合・実装WG
警察庁

内閣府

デジタル庁

経済産業省

総務省

国土交通省道路局

国土交通省
物流・自動車局

※ 青文字の活動は、個別パネルを
展示し活動紹介をしています。

■アジア太平洋地域のITS組織

ITS世界会議の
共催３組織

連絡先は: prg@its-jp.org
パネルはQRでもご覧頂けます
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